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一般会計当初予算 220 億円 を 可決

　令和５年第１回定例会は、２月２８日から３月２３日

までの２４日間の会期で開かれ、全３４議案を審議しま

した。一般質問は、会派制による代表質問が３会派（令

和会・真政会・同士会）で行われ、そのあと１３名の議

員による個人質問が行われました。

　２３日の最終日には、各常任委員会および予算特別委

員会の委員長より報告を受け、討論、採決を行い、全議

案について可決しました。また、議員発議が３件提出さ

れ、いずれも全会一致により原案可決されました。

令和 5 年度 の 新規 および 拡充事業

▲電子採決の様子 （3 月 23 日）

防犯対策経費

【地域の防犯対策】

　　　　事業費　　10,662 千円

拡充

事業費　　　13,000 千円

大井戸湖岸公園周辺をメイン会場として、風光

明媚な霞ケ浦の湖上で花火を打ち上げ、観光振

興や地域振興に寄与します。

【おみたま花火大会 （仮称） の開催】
新

観光振興事務費

事業費 　　　　4,628 千円

満１歳未満の乳児を養育する保護者に紙おむつ購入費を

助成することで、 子育て世帯の経済的な負担を軽減し、

安心して子育てができる環境を整えます。

対 象 者 …  市に住所を有し令和 5 年 4 月 1 日以降に 

新生児が生まれた世帯

実施内容 …  新生児が生まれた世帯に対して、 子ども 1 人

あたり１万５千円分のクーポン券を交付し、

乳児用紙おむつを購入する費用の一部を助成

します。

【子育て世帯への紙おむつ購入費用の一部助成】

子育て応援事業
新

行政区の防犯灯電気代を市が引き受け、行

政区の負担軽減と地域の防犯対策に要する

費用負担の軽減を図ります。　　
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会 計 別 令和５年度 令和４年度
増減率

（％）

一 般 会 計 220 億 212 億 3.8 ↑

特

別

会

計

国民健康保険（事業） 52 億 4,185 52 億 4,007 0.03 ↑

後期高齢者医療保険 6億 8,957 6 億 3,372 8.8 ↑

農 業 集 落 排 水 3億 2,106 3 億 2,203 0.3 ↓

戸 別 浄 化 槽 1億 2,776 4,281 198.4 ↑

霊 園 1,501 3,882 61.3 ↓

介 護 保 険 （ 事 業 ） 40 億 116 40 億 2,069 0.5 ↓

介護保険（サービス） 790 759 4.2 ↑

小 計 324 億 433 315 億 573 2.9 ↑

企

業

会

計

水 道

収益的
収入 8億 5,408 8 億 4,440 1.1 ↑

支出 8億 5,324 8 億 1,876 4.2 ↑

資本的
収入 7億 202 6 億 7,257 4.4 ↑

支出 10 億 3,002 9 億 8,143 5.0 ↑

下水道

収益的
収入 11 億 8,896 12 億 1,904 2.5 ↓

支出 11 億 4,673 11 億 7,266 2.2 ↓

資本的
収入 12 億 9,881 8 億 3,473 55.6 ↑

支出 16 億 8,615 12 億 1,289 39.0 ↑

小 計
収　入  40 億 4,388 35 億 7,074 13.3 ↑

支　出 47 億 1,615 41 億 8,574 12.7 ↑

歳入（収入）計 364 億 4,821 350 億 7,647 3.9 ↑

歳出（支出）計 371 億 2,049 356 億 9,147 4.0 ↑

【会計別予算】

単位 ： 万円

【一般会計歳入】 【一般会計歳出】

☑

１　みんなの力で磨くまちづくり

　 ・ ふるさと寄附金事業

　 ・ 結婚を希望する若者の支援　

　 ・ 姉妹都市との訪問団交流事業を再開　など

２　人を育てる学びの場づくり

　 ・ 新入学児童用ランドセル購入事業の充実

　 ・ ICT を活用した教育の強化学校教育の充実

　 ・ 公共ホール予約受付システムの導入　　など

３　誰もがいきいきと暮らせる社会づくり

　 ・ 帯状疱疹予防接種費用の一部助成

　 ・ 低所得妊婦の初回産科受診料の一部助成

　 ・ 高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施事業　など

５　安全 ・ 安心な生活を支える体制づくり

　 ・ 上下水道の整備の推進

　 ・ 防災対策の充実

　 ・ 消防、 救急体制の充実　　　　　　　　など

４　仕事と暮らしを創造する環境づくり

　 ・ 道路環境、 公共交通の充実

　 ・ 空き家対策の推進

　 ・ 農産物等のブランド化、 販路拡大　など

チェック

令和 5 年度予算   対前年度比 3.8％増

予算案の５つの基本目標
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　３月定例会では、市長から提出された令和５年度

の予算案について、市議会が「市民の税金がどのよ

うなことに使われるのか」「この事業で期待される

効果は」「この経費は必要な経費なのか」などの観

点から、慎重に審査を行いました。

　審査は文書による質疑通告制で行われ、さらに

不明な点について質疑しました。審査の過程で委員

からどのような質疑や要望があったのか、その一部

をお知らせします。

予算審査

決算審査

市は、 事業計画に基づき、

各施策や事業を進めます。

予 算 執 行
市は、 市議会からの提言などを

踏まえ、 次年度の事業を計画し

予算案を作成します。

予 算 編 成

　出産育児一時金事業　　予算額　20,009 千円

予 算 議 案

政府の閣議決定により、 子ども ・ 子育て支援の

拡充妊産婦の経済的負担軽減のため、 令和 5 年

4 月の出生から、 出産育児一時金が 50 万円に

増額される。 出生数は、 令和 4 年度と同数の

40 人で見込んでいて、 1 人当たり 8 万円の引き

上げにより 320 万円の歳出増となっている。

回答

出生数も低下している中、 一時金の

増額を見込んだ根拠を伺う。

 議会の

チェック

予算特別委員会で予算案を審議議会が市の予算を ☑
チェック

　空家等対策推進事業　　 予算額　5,072 千円

予 算 議 案

「小美玉市空き家バンク」 の利用促進を目的

とし、 空き家バンク登録物件の取得または

賃借に要する費用を対象として、 5 年以上

居住すること等を要件に補助するもの。

 回答

空き家対策支援補助金の利用促進の内容

について、 どのようなことに対する補助金

なのか。

 議会の

チェック

　農業振興補助事業　　予算額　 20,409 千円

予 算 議 案

ＩＣＴを活用した高度な環境測定器や環境制御

技術、 農薬及び肥料散布ドローン、 ＧＰＳ内蔵

自動走行トラクター等を導入したスマート農業

を推進する農業者を対象に、 県の儲かる産地

支援事業に上乗せして、 導入費用の 3 分の 1、

100 万円を限度に補助するもの。

回答

先端技術導入支援事業補助金 6,000

千円とは、 どのような新技術を導入した

農業者が対象となるのか。

 議会の

チェック
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第１回定例会　審議結果等一覧（全38件）令和 5年

■条例（11 件）

1
新まちづくり構想等策定委員会設置条例の

制定について

小美玉市新まちづくり構想等の策定に伴い、地方自治法
第138条の４第３項に規定する附属機関である委員会の
設置に関し必要な事項を定めるもの

総務 可決

2 小美玉市個人情報保護法施行条例の制定について
個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、同法の施行 
に関し必要な事項を定めるもの

総務 可決

3
行政組織機構改革に伴う関係条例の整理に関する

条例について

行政組織機構改革に伴い、関係条例について所要の改正 
を行うもの

総務 可決

4
小美玉市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

総合計画審議会において、新たに行政評価を担うことに 
伴い、 高度な知識や経験を有する総合計画審議会会長の 
報酬について改正するもの

総務 可決

5
小美玉市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

行財政改革の更なる推進に向けて、補助金等審議会委員 
及び行財政改革懇談会会長の報酬について改正するもの

総務 可決

6
小美玉市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

老人福祉法に基づき設置されている小美玉市老人ホーム
入所判定委員会の委員の報酬額を規定するため、所要の
改正を行うもの

総務 可決

7
小美玉市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

監査委員の報酬額を見直し、県内類似団体との均衡を図り、
監査委員の充実強化に資するため、この案を提出するもの

総務 可決

8
小美玉市国民健康保険条例の一部を改正する

条例について

健康保険法施行令等の一部改正に伴い、出産育児一時金
の支給額について変更するため、所要の改正を行うもの

文教
福祉

可決

9 小美玉市基金条例の一部を改正する条例について
茨城空港周辺の整備及び産業等の活性化を図ることを
目的に、新たに小美玉市茨城空港周辺地域活性化基金
を設置するため、所要の改正を行うもの

産業
建設

可決

10
小美玉市産業活動の活性化及び雇用機会の創出に

関する条例の一部を改正する条例について

市内における産業活動の活性化及び雇用機会の創出を継続

して実施することに伴い、所要の改正を行うもの

産業
建設

可決

11
小美玉市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する

基準を定める条例等の一部を改正する条例について

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を
改正する省令その他関係省令の改正に伴い、 所要の 
改正を行うもの

文教
福祉

可決

　　審議結果

トルコ ・ シリア地震　に対し　救援金 を 寄託

令和 5 年 2 月 6 日にトルコ南東部及びシリア北西部において発

生した地震では、 甚大な被害が発生しています。 この地震で被災

した人々を支援したいと市議会議員全員が賛同し、 茨城新聞社を

通じて 10 万円を寄託しました。

議案
番号

案　件　名 内　　　容
付託

委員会
審議
結果

▲写真左から荒川議長、 石井副議長
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■補正予算（11 件）

12 令和４年度小美玉市一般会計補正予算（第11号）
[補正額]　　　　　　 5億2,516万1千円
[補正後額]　　　　 240億1,496万4千円

各委員会 可決

13
令和４年度小美玉市国民健康保険特別会計
補正予算 （第３号）

[補正額]　　　　　　　　　　  13万円
[補正後額]　　　　  52億5,497万4千円

文教
福祉

可決

14
令和４年度小美玉市後期高齢者医療保険特別会計
補正予算 （第３号）

[補正額]　　　　　　　  1,114万3千円
[補正後額]　　　　　 6億5,336万4千円

文教
福祉

可決

15
令和４年度小美玉市農業集落排水事業特別会計
補正予算 （第３号）

[補正額]      　 　　   　 △360万円
[補正後額]　　　　　    3億2,903万円

産業
建設

可決

16
令和４年度小美玉市戸別浄化槽事業特別会計
補正予算 （第３号）

[補正額]　　　　　　　　　　  30万円
[補正後額]　　　        4,584万9千円

産業
建設

可決

17
令和４年度小美玉市霊園事業特別会計補正予算
（第３号）

[補正額]      　 　     △799万7千円
[補正後額]　　　        3,207万8千円

総務 可決

18
令和４年度小美玉市介護保険特別会計補正予算
（第３号）

[補正額]      　 　   △8,515万8千円
[補正後額]　　　　  41億2,956万3千円

文教
福祉

可決

19
令和４年度小美玉市水道事業会計補正予算
（第４号）

【収益的収入及び支出】

 収入 [補正額]　　　　 2万円　[補正後額] 8億4,441万8千円

 支出 [補正額]　△164万4千円　[補正後額] 8億3,281万1千円

【資本的収入及び支出】

 収入 [補正額]△1,732万3千円　[補正後額] 6億7,954万9千円

産業
建設

可決

20
令和４年度小美玉市下水道事業会計補正予算
（第３号）

【収益的収入及び支出】

 収入 [補正額] △1,507万5千円 [補正後額]11億9,870万5千円

 支出 [補正額] △2,798万9千円 [補正後額]11億4,970万円

産業
建設

可決

31
令和４年度小美玉市一般会計補正予算
（第１２号）

[補正額]      　 　 5 億1,725万2千円
[補正後額]　　　   245億3,221万6千円

ー 可決

32
令和４年度小美玉市水道事業会計補正予算
第５号

[補正額]     　  　　　  　2,200万円
[補正後額]　　　     8億6,641万8千円

ー 可決

　　審議結果

■当初予算（５件）

24
令和５年度小美玉市農業集落排水事業
特別会計予算

予算総額　3億2,106万5千円（前年度比：△0.3％）
予算
特別

可決

25
令和５年度小美玉市戸別浄化槽事業
特別会計予算

予算総額　1億2,776万4千円（前年度比：198.4％）
予算
特別

可決

26 令和５年度小美玉市霊園事業特別会計予算 予算総額     1,501万1千円（前年度比：△61.3％）
予算
特別

可決

28 令和５年度小美玉市水道事業会計予算

【収益的収入及び支出】

　収入額　　   8億5,408万円（前年度比：1.1％ )

　支出額　  8億5,324万6千円（前年度比：4.2％ )

【資本的収入及び支出】

　収入額　       7億202万円（前年度比：4.4％ )

　支出額　 10億3,002万2千円（前年度比：5.0％ )

予算
特別

可決

29 令和５年度小美玉市下水道事業会計予算

【収益的収入及び支出】

　収入額　 11億8,896万9千円（前年度比：△2.5％ )

　支出額　 11億4,673万1千円（前年度比：△2.2％ )

【資本的収入及び支出】

　収入額　 12億9,881万6千円（前年度比：55.6％ )

　支出額　 16億8,615万9千円（前年度比：39.0％ )

予算
特別

可決

議案
番号

案　件　名 内　　　容
付託

委員会
審議
結果
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　　審議結果

 ■その他（１件）

30 公の施設の広域利用に関する協議について

小美玉市と石岡市、かすみがうら市、行方市及び茨城町にお

ける公の施設の広域利用に関する協定について、対象施設の

変更に伴い、改めて協定を定めることについて協議するもの

総務 可決

■発議（３件）

 ■人事案件（２件）

33 副市長の選任につき同意を求めることについて 副市長の任命につき、議会の同意を求めるもの ー 同意

34 監査委員の選任につき同意を求めることについて 監査委員の選任につき、議会の同意を求めるもの ー 同意

21
令和5年度小美玉市一般 

会計予算

予算総額　220億円（前年度比：3.8 ％） 予算
特別

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 欠 欠

22
令和５年度小美玉市国民

健康保険特別会計予算

予算総額　52億4,185万4千円（前年度比：0.03 ％） 予算
特別

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 欠 欠

23
令和５年度小美玉市

後期高齢者医療保険

特別予算

予算総額　6億8,957万7千円（前年度比：8.8 ％） 予算
特別

可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 欠 欠

27
令和５年度小美玉市
介護保険特別会計予算

予算総額    （事業） 40億116万1千円（前年度比：  16.8 ％）　
    　　　　（サービス）790万円（前年度比：  4.2 ％） 予算

特別
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 欠 欠

1

「最低賃金の大幅引き上げと

中小企業支援策の拡充を求

める意見書」採択の請願書

請願者：茨城県労働組合総連合　議長　白石　勝巳　 紹介議員：福島ヤヨヒ
産業
建設

不採択

● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ○ ● ● ● 欠 欠

■請願

※賛否が分かれた議案等の採決には、議長は参加しません。【賛否が分かれた議案等】　（５件）

議案
番号

案　件　名 内　　　容
付託

委員会
審議
結果

1
小美玉市議会の個人情報の保護に関する条例に

ついて

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する

法律により個人情報保護法が改正されることに伴い、議会

においては自律的な対応のもと個人情報の適切な取扱いを

図るため、議会における個人情報の保護に関する条例を制

定するもの

ー 可決

2
小美玉市議会委員会条例の一部を改正する

条例について

議会委員会条例の常任委員会の所管について、新たに設置

される財務部を総務常任委員会の所管とするなど、所要の

改正をするもの

ー 可決

3
小美玉市議会委員会条例の一部を改正する

条例について

今後の議会報告会について柔軟な形に対応できるように

改正するもの
ー 可決

No

議案に対する賛否

賛成：○

反対：●

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18  20

付託

委員会

審議

結果

山
崎　

晴
生

真
家　

功

戸
田 　

見
良

香
取　

憲
一

長
津　

智
之

島
田  

清
一
郎 

鈴
木　

俊
一

村
田　

春
樹

植
木　

弘
子

石
井　

旭

谷
仲　

和
雄

長
島　

幸
男

岩
本　

好
夫

福
島　

ヤ
ヨ
ヒ

小
川　

賢
治

大
槻　

良
明

田
村　

昌
男

市
村　

文
男

野
村　

武
勝
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小美玉市議会は３つの常任委員会 （総務 ・ 文教福祉 ・ 産業建設） を設置しています。

議員はいずれかの委員会に属して議案審査にあたります。 ３月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

◆　

地
域
に
お
け
る
自
殺
対
策
の
強
化

 

【
議
案
第
12
号
】

◆ 

奨
学
基
金 

【
議
案
第
12
号
】

問　

 

県
の
自
殺
対
策
強
化
交
付
金
事
業
費
補
助
金
の
目

的
は
、
地
域
に
お
け
る
自
殺
対
策
を
強
化
す
る
た

め
と
思
う
が
、
小
美
玉
市
の
自
殺
対
策
の
取
組
で

あ
る
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
概
要
は
。

答　

 

健
康
増
進
課
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
事
業
を

当
初
36
回
で
計
画
。
そ
の
中
で
デ
イ
ケ
ア
事
業
を

月
１
回
実
施
す
る
予
定
で
計
画
を
立
て
て
い
る

が
、
年
間
事
業
で
希
望
さ
れ
る
相
談
者
は
少
な
く
、

随
時
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を
受
け
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

問　

 

今
後
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
家
計
が

急
変
し
経
済
的
に
困
窮
し
た
学
生
等
が
増
加
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た

め
の
増
額
と
の
こ
と
だ

が
、
奨
学
金
制
度
の
周

知
方
法
は
。

答　

 

市
の
広
報
紙
と
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
周
知
し
て
い

る
。

文
教
福
祉

 （委　員）

◎村 田

〇島 田

   市 村 

   福 島

   谷 仲

　　鈴 木  

    山 崎

　
　
　
　

【議
案
第
４
号
】

◆
　 

小
美
玉
市
新
ま
ち
づ
く
り
構
想
等
策
定
委
員
会 

設
置
条
例
制
定 

【
議
案
第
1
号
】

◆
　
高
齢
者
等
ご
み
出
し
支
援
事
業 

【
議
案
第
12
号
】

問　

 

策
定
委
員
会
委
員
の
構
成
に
つ
い
て
詳
細
を
伺

う
。
ま
た
、 

女
性
の
割
合
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答　

 

区
長
会
、
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
公
民
館
運
営
審

議
会
、
図
書
館
協
議
会
、
学
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
を
想

定
し
て
い
る
。
構
成
団
体
を
注
視
し
な
が
ら
、
女

性
委
員
も
多
く
入
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

問　

 

分
科
会
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
方
向
性
は
決
ま
っ

て
い
る
の
か
。

答　

 

全
体
共
有
を
図
る
た
め
全
体
会
議
の
後
に
、
分

科
会
に
分
か
れ
協
議
し
、
意
見
集
約
等
を
図
っ

た
上
で
、
改
め
て
全
体
会
議
で
合
意
形
成
を
図

り
た
い
。

問　

高
齢
者
等
ご
み
出
し
支
援
の
利
用
件
数
は
。

答　

 

現
在
の
実
施
行
政
区
は
６
行
政
区
。
全
体
の
利
用

世
帯
数
は
14
世
帯
、
ご
み
出
し
支
援
の
協
力
者
は

23
名
で
あ
る
。

総
　
務

 （委　員）

◎植 木

〇香 取

   岩 本

   石 井

   戸 田

   真 家

 　常任委員会 Q & A

◆　

経
営
転
換
協
力
金
補
助
金　
　
　
　

 

【
議
案
第
12
号
】

問　

 

農
地
中
間
管
理
事
業
の
経
営
転
換
協
力
金
補
助
金
の
経

営
の
転
換
し
た
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

 

３
年
度
実
績
で
、
経
営
転
換
13
名
、
６
２
９
ア
ー
ル
を

転
換
し
て
い
る
。
ま
た
、
リ
タ
イ
ア
が
６
名
、
３
８
２

ア
ー
ル
を
、
そ
の
ほ
か
、
相
続
で
２
名
、
24
ア
ー
ル
、

合
計
で
21
名
の
方
が
転
換
を
し
て
い
る
。

◆　

小
美
玉
市
空
港
周
辺
地
域
活
性
化
基
金

 

【
議
案
第
９
号
】

問　

 

新
し
い
基
金
が
創
設
さ
れ
た
が
、　

基
金
の
原
資
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
伺
う
。

答　

 

朝
日
航
洋
と
茨
城
空
港
周
辺
地
域
活
性
化
に
関
す
る
協

定
書
を
締
結
し
、

朝
日
航
洋
か
ら

２
億
円
の
寄
付
を

受
け
、
新
拠
点
事

業
に
必
要
な
土
地

ま
で
の
進
入
路
及

び
進
入
路
周
辺
工

事
に
活
用
す
る
も

の
で
あ
る
。

産
業
建
設

　（委　員）

◎長  島

〇長  津

   野　村

   田　村

   大  槻

   小　川

▲茨城空港周辺のようす
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　皆さんの生活にかかわる市政全般について、 現状や方針などを

要約して掲載しており、 Q Ｒコードから発言の模様も視聴可能です。

代表質問とは
　会派を代表した議員が、 市長の施政方針や予算編成方針に対して

通常、第 1 回定例会または市長改選後の最初の定例会で行われます。

谷仲　和雄

長島　幸男

小川　賢治

P 12

P 15

香取　憲一

山崎　晴生

村田　春樹

石井　旭

島田　清一郎

P 11

真家　功　P 16

P 14

長津　智之

福島　ヤヨヒ

鈴木　俊一

P 13

P 17

　※質問順

P 10 令和会

真政会

同士会

戸田　見良

　　一般質問

市
政
を
質た

だ

す
！

代表質問３会派　　個人質問 13 名

本会議のライブ中継や録画映像　

　　　　　　　　　 　が 視聴できます

インターネットによる映像配信を行っています。 パソコンや

スマートフォンから視聴できますので、 ぜひご利用ください。

ライブ中継 LIVE が表示されている会議を選択し、 ライブ中継をご覧ください。

録画映像配信 インターネット中継を行った過去の本会議をご覧になれます。

議員名から検索会議名から検索

会議を指定して、 録画映像をさがすことができます。 議員を指定して、 録画映像をさがすことができます。



10   令和 5 年 3 月定例会

　　代表質問

DXの中で誰も取り残さない方策をどう捉えるか

高齢者目線の行政サービスや選択肢を増やしていく 

鈴木　俊一真 政 会
Ｑ
国
道
６
号
小
美
玉
道
路
の

４
車
線
化
に
つ
い
て
は
。 

Ａ
市
長
　
Ｂ
案
、
バ
イ
パ
ス
案

が
選
定
さ
れ
、
早
期
の
概
略

計
画
の
決
定
や
都
市
計
画
決

定
に
向
け
て
要
望
す
る
と
と

も
に
、
道
路
整
備
事
業
の
早

期
実
現
に
向
け
て
地
域
の
皆

様
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
踏

ま
え
、
国
へ
の
要
望
活
動
を

通
じ
て
強
く
働
き
か
け
る
。

Ｑ
空
き
家
対
策
補
助
制
度
は
。

Ａ
市
長

　
修
繕
・
取
得
に
対

し
て
は
50
万
円
を
限
度
に
、

家
財
等
の
処
分
は
10
万
円
を

限
度
に
、
要
し
た
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
も
の
で
、
２
件

ず
つ
見
込
ん
で
い
る
。
特
定

空
き
家
等
に
は
、
解
体
に
要

す
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内

で
限
度
額
50
万
円
と
し
、
件

数
は
５
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い

て
は
。

Ａ
市
長
　
学
校
司
書
は
２
名

を
採
用
し
、
図
書
の
貸
し
出

し
や
環
境
整
備
、
授
業
支
援

等
の
業
務
で
あ
る
。
美
野
里

地
区
の
学
校
で
１
名
、
小
川
・

玉
里
地
区
の
学
校
で
１
名
を

配
置
し
、
毎
週
１
回
程
度
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
を
巡
回
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
強
化
は
、
近
隣
市
町

村
の
中
学
校
で
は
、
週
４
回

の
授
業
の
う
ち
２
回
程
度
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
だ
が
、
本
市

で
は
、
増
員
に
よ
り
小
学
校

は
１
０
０
％
、
中
学
校
も
ほ

ぼ
全
て
の
授
業
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

配
置
が
可
能
と
な
る
。

Ｑ
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
。

Ａ
市
長

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

及
び
ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
通
じ

て
、
加
盟
す
る
団
体
に
対
し

助
成
金
を
交
付
す
る
と
と
も

に
、
施
設
使
用
料
の
減
免
の

ほ
か
、
指
導
者
の
育
成
な
ど

の
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て

い
く
。

Ｑ
行
政
区
の
防
犯
灯
に
つ
い

て
は
。

Ａ
市
長
　
行
政
区
の
加
入
率

の
低
下
や
費
用
負
担
に
対
す

る
不
公
平
感
、
電
気
代
の
値

上
げ
に
よ
る
さ
ら
な
る
行
政

区
負
担
増
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
行
政
区
の
防
犯
灯

を
市
が
引
き
受
け
、
行
政
区

の
負
担
の
軽
減
と
地
域
の
防

犯
対
策
に
要
す
る
費
用
負
担

の
公
平
性
の
確
保
を
図
っ
て

い
く
。

行政区の防犯灯の電気料は

新年度より市が引き受ける

令 和 会 香取　憲一

Ｑ
市
政
運
営
推
進
に
お
け
る

３
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
の

う
ち
、
Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て

高
齢
者
層
等
へ
の
対
応
は
ど

う
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
市
長

　
ス
マ
ホ
教
室
の
開

催
と
そ
の
移
動
手
段
等
の
検

討
等
高
齢
者
目
線
に
立
っ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
選
択
肢
を

増
や
し
て
い
く
。

Ｑ
財
政
基
盤
の
健
全
化
に
つ

い
て

Ａ
市
長

　
歳
入
面
に
お
い
て

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
る

財
源
確
保
と
返
礼
品
に
使
わ

れ
る
地
場
産
品
の
育
成
、
企

業
誘
致
に
伴
う
税
収
増
と
地

元
雇
用
の
増
加
を
着
実
に
推

進
す
る
。

Ｑ
第
２
次
総
合
計
画
の
５
つ

の
基
本
的
目
標
に
基
づ
く
主

要
施
策
の
取
り
組
み
の
う

ち
、
台
湾
と
の
姉
妹
都
市
締

結
も
視
野
に
入
れ
て
は
ど
う

か
。

Ａ
市
長
　
台
北
便
が
再
開

し
、
高
雄
と
の
チ
ャ
ー
タ
ー

便
も
就
航
す
る
。
県
も
台
湾

と
の
関
係
深
化
を
期
待
し
て

い
る
の
で
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
多
方
面
か
ら
情
報

収
集
し
な
が
ら
交
流
を
模
索

し
て
い
く
。

Ｑ
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
策

充
実
に
つ
い
て
、
今
一
歩
大

き
く
踏
み
出
し
、
学
校
給
食

費
の
無
償
化
・
18
歳
高
校
卒

業
ま
で
の
医
療
費
を
無
償
化

に
し
て
大
な
た
を
振
る
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

Ａ
市
長

　
給
食
費
に
つ
い
て

は
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
活
用
等
財
源
確
保
を
図

り
、
恒
久
的
な
無
償
化
に
つ

い
て
関
係
部
署
と
協
議
を
し

て
い
る
。
18
歳
ま
で
の
医
療

費
は
、
子
ど
も
た
ち
の
医
療

費
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て

充
分
協
議
し
医
療
費
支
援
策

を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
茨
城
空
港
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
構
想
に
対
す
る
市

長
の
想
い
は
。

Ａ
市
長 

茨
城
空
港
周
辺
を

核
と
し
た
地
域
の
活
性
化

は
、
本
市
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
企
業
誘

致
を
推
進
し
、
県
や
他
自
治

体
と
連
携
を
強
化
し
て
地
域

の
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し

た
賑
わ
い
を
創
出
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
。
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施政方針から令和５年度予算編成方針を問う

事業の取捨選択を行い全ての経費を盛込む通年予算とした

Ｑ
そ
・
ら
・
ら
は
当
初
の
構

想
を
生
か
し
目
的
に
合
っ
た

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

今
後
そ
・
ら
・
ら
拡
張
も
含

め
た
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
進

め
る
た
め
、
市
民
の
声
を
十

分
反
映
し
て
進
め
て
ほ
し
い
。

Ａ
産
業
経
済
部
長

　
そ
・
ら
・

ら
は
農
と
食
に
こ
だ
わ
り
交

流
人
口
拡
大
を
目
的
と
し
た

施
設
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン

の
使
用
者
変
更
な
ど
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。
今
後

拡
張
を
含
め
新
ま
ち
づ
く
り

構
想
策
定
に
向
け
、
市
民
や

団
体
な
ど
と
交
流
の
場
を
持

ち
、
策
定
委
員
会
で
愛
着
あ

る
施
設
を
目
指
し
て
い
く
。

Ｑ
野
焼
き
を
行
う
際
は
周
辺

住
民
へ
の
十
分
な
周
知
と
、

安
全
管
理
の
徹
底
を
図
っ
て

ほ
し
い
。

Ａ
消
防
長 

野
焼
き
は
該
当

す
る
消
防
届
出
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
周
知
は
回
覧
で

行
っ
て
い
る
が
、
近
隣
の
住

宅
に
一
声
か
け
る
よ
う
配
慮

す
る
。

Ｑ
環
境
フ
ェ
ス
を
通
し
て
環
境

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
か
。

環
境
か
る
た
の
作
成
と
活
用
は

ど
う
進
め
ら
れ
る
の
か
。

Ａ
市
民
生
活
部
長

　
エ
コ

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
応
募
数
が
昨

年
の
2
倍
以
上
と
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
子
供
か
ら
の
か

る
た
の
標
語
も
１
４
７
０
作

品
が
寄
せ
ら
れ
44
を
決
定
し

た
。
今
後
絵
札
を
完
成
さ
せ
、

学
校
な
ど
様
々
な
と
こ
ろ
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
。

Ｑ
子
供
の
医
療
費
完
全
無
料

化
、
窓
口
負
担
ゼ
ロ
の
丸
福

制
度
の
実
現
と
、
国
保
税
子

供
の
負
担
ゼ
ロ
の
施
策
実
現

を
願
う
。

Ａ
保
健
衛
生
部
長 

子
供
の

医
療
費
は
魅
力
向
上
策
と
し

て
、
財
政
を
考
慮
し
検
討
を

重
ね
る
。
子
供
へ
の
均
等
割

り
は
国
が
未
就
学
児
、
市
独

自
に
18
歳
ま
で
5
割
減
免
を

行
っ
て
い
る
。
国
民
健
康
保

険
は
運
営
も
厳
し
く
負
担
ゼ

ロ
は
困
難
と
考
え
る
。

Ｑ
市
職
員
す
べ
て
が
格
差
な

き
待
遇
の
配
慮
が
さ
れ
て
い

る
か
。
男
女
の
格
差
な
き
職

員
配
置
は
さ
れ
て
い
る
か
、

そ
の
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

対
策
は
で
き
て
い
る
か
。
女

性
部
長
の
誕
生
を
願
う
。

Ａ
総
務
部
長
　
職
員
採
用
に

つ
い
て
は
資
格
の
必
要
な
職

種
と
一
般
職
に
分
け
て
、
能

力
評
価
や
面
接
等
で
実
施
し

て
い
る
。
女
性
管
理
職
は
人

材
育
成
を
図
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
進
め
て
い
く
。

福島　ヤヨヒ

　　一般質問

　　代表質問

Ｑ
施
政
方
針
を
踏
ま
え
、
令

和
５
年
度
予
算
案
３
７
１
億

２
０
４
９
万
円
が
上
程
さ
れ

た
。
予
算
編
成
方
針
を
問
う
。

Ａ
市
長

　
予
算
編
成
方
針

は
、
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
よ
る

ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
推
進
な

ど
予
算
編
成
を
変
革
す
る
好

機
と
捉
え
事
業
の
取
捨
選
択

を
行
い
、
全
て
の
経
費
を
盛

込
ん
だ
通
年
予
算
と
し
て
い

る
。
枠
配
分
対
象
経
費
に
つ

い
て
は
、
燃
油
高
騰
に
伴
う

光
熱
費
上
昇
も
あ
り
、
一
律

で
の
一
般
財
源
抑
制
策
を
行

え
な
い
た
め
財
政
調
整
基
金

繰
入
額
は
増
え
て
い
る
。

Ｑ 

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
財

源
確
保
と
並
行
し
、
中
長
期

の
視
点
か
ら
茨
城
空
港
や
地

域
の
バ
イ
オ
マ
ス
、
こ
れ
ら

地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業

の
創
出
・
育
成
に
よ
る
雇
用

創
出
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確

に
打
ち
出
す
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

Ａ 

市
長
　
商
工
観
光
の
振

興
に
お
い
て
、
地
元
雇
用
を

確
保
す
る
た
め
空
港
テ
ク
ノ

 同 士 会谷仲　和雄

パ
ー
ク
へ
の
企
業
誘
致
を
掲

げ
て
い
る
。
現
在
進
め
て
い

る
航
空
産
業
関
連
企
業
の

茨
城
空
港
隣
接
地
へ
の
移

転
を
は
じ
め
、
国
道
６
号

小
美
玉
道
路
の
早
期
実
現

に
よ
り
、
新
規
雇
用
の
創

出
や
定
住
人
口
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

の
将
来
を
見
据
え
小
美
玉

市
新
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ
切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援

か
ら
包
括
的
相
談
支
援
の
重

層
的
支
援
体
制
整
備
を
見
据

え
た
専
門
職
種
の
確
保
に
つ

い
て
、
正
規
職
員
の
キ
ャ
リ

ア
採
用
、
労
働
者
派
遣
契
約
、

業
務
委
託
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

方
式
に
よ
る
福
祉
専
門
職
の

確
保
が
必
要
と
考
え
る
が
、

見
解
を
問
う
。

Ａ
市
長
　
福
祉
事
業
を
推
進

す
る
上
で
専
門
職
人
材
の
確

保
は
大
変
重
要
と
考
え
て
い

る
。
正
規
職
員
の
キ
ャ
リ
ア

採
用
の
ほ
か
、
労
働
者
派
遣

契
約
、
業
務
委
託
を
含
め
、

人
材
の
確
保
に
努
め
る
。

農と食の拠点としてそ・ら・らの再生を

意見交換の場を作り小美玉市の食と農を見つめ直す
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生徒の望ましい成長を保障できる体制整備

山崎　晴生

Ｑ
高
齢
者
独
り
暮
ら
し
の
世

帯
、
と
夫
婦
世
帯
が
増
加
し

て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
、

緊
急
時
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

に
関
す
る
小
美
玉
市
の
現
状

と
対
策
、
問
題
点
に
つ
い
て
。

Ａ
福
祉
部
長

　
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
を
作
成
し
て
お

り
、
現
在
、
名
簿
の
対
象
者

数
は
８
４
４
１
名
と
な
っ
て
お

り
今
後
高
齢
化
率
の
上
昇
と

と
も
に
対
象
者
も
増
加
す
る

と
推
測
し
て
い
る
。
本
市
で

は
、
２
０
０
世
帯
に
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
さ

ら
に
見
守
り
協
定
を
締
結
し

た
事
業
所
に
よ
る
見
守
り
支

援
に
よ
り
緊
急
時
に
は
、
石

岡
警
察
署
に
相
談
す
る
ほ
か
、

警
察
署
か
ら
の
高
齢
者
虐
待

通
報
等
に
対
応
し
て
お
り
、

平
時
よ
り
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

に
つ
い
て
連
絡
、
連
携
に
努
め

て
い
る
。
問
題
点
と
し
て
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に

必
要
な
情
報
開
示
に
難
色
を

示
さ
れ
る
こ
と
が
課
題
。

【
提
案
】
自
身
で
緊
急
連
絡

先
等
の
個
人
情
報
を
管
理

し
、
緊
急
時
に
他
者
が
情
報

活
用
で
き
る
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
導
入
を
提
案
す
る
。

（
玉
里
地
区
第
三
東
宝
団
地

の
実
例
も
紹
介
）

Ｑ
施
設
入
所
者
及
び
在
宅
の

要
介
護
者
等
の
移
動
困
難
者

に
対
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
に
つ
い
て
市
の

対
応
を
伺
う
。

Ａ 

市
民
生
活
部
長

　
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
時
ま

た
は
交
付
時
に
１
度
は
本
人

確
認
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で

申
請
が
で
き
、
本
人
で
な
く

て
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
に
よ

る
申
請
が
可
能
。
ま
た
、カ
ー

ド
交
付
に
つ
い
て
は
、
本
人

が
病
気
ま
た
は
身
体
の
障
害

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
る
場
合
に
は
、
委
任
状

に
よ
り
代
理
人
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
り
が
可

能
で
あ
る
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
控
え

て
い
た
出
張
申
請
も
、
今
後

は
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
周
知

と
と
も
に
施
設
へ
の
出
張
申

請
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
施
設
職
員
や
家
族
の
負
担

が
大
き
い
と
感
じ
る
が
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
。

Ａ
市
民
生
活
部
長
　
政
府
は

２
０
２
３
年
度
の
カ
ー
ド
作

成
を
支
援
す
る
、
ま
た
、
出

張
申
請
を
受
入
れ
に
当
た
っ

て
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
施
設

用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
つ
く
る
方

針
で
あ
り
、
本
市
で
は
提
供

さ
れ
た
リ
ス
ト
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
参
考
に
施
設
と
連
携
を
図

り
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

【
要
望
】
国
の
方
向
性
が
な

か
な
か
定
ま
ら
な
い
、
こ
の

問
題
に
対
し
て
状
況
に
応

じ
、
国
の
示
す
手
続
方
法
の

下
で
ス
ム
ー
ズ
な
取
得
が
で

き
る
よ
う
、
行
政
と
介
護
現

場
が
協
力
で
き
る
策
を
講
じ

る
よ
う
切
に
要
望
す
る
。

高齢者世帯のセーフティネット構築について救急医療情報キット導入を提案

有効な手法であると認識し、 総合的なセーフティネットの構築に向け調査研究を進めていく

島田  清一郎

Ｑ
文
科
省
よ
り
、
公
立
中
学

校
の
休
日
部
活
動
の
地
域
移

行
の
指
針
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
民
間
団
体
の
指
導
者
と

の
教
育
連
携
は
ど
の
よ
う
に

図
ら
れ
る
か
伺
う
。

Ａ
教
育
長

　
現
在
、
市
で
は

地
域
移
行
へ
の
体
制
整
備
を

進
め
て
い
る
。
課
題
の
一
つ

に
、
平
日
と
休
日
と
で
指
導

者
が
異
な
る
こ
と
に
よ
り
、

指
導
内
容
や
練
習
方
法
等
に

違
い
が
生
じ
て
生
徒
が
混
乱

し
た
り
、
練
習
量
が
多
く
生

徒
の
負
担
と
な
る
こ
と
等
が

あ
る
。
健
全
な
発
育
・
発
達

に
弊
害
が
出
る
事
態
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
活
動

方
針
や
活
動
状
況
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
の
共
通
理
解
を

図
る
と
と
も
に
、
生
徒
個
々

の
活
動
状
況
の
情
報
共
有
を

綿
密
に
行
い
、
学
校
と
民
間

団
体
と
で
生
徒
の
望
ま
し
い

成
長
を
保
障
で
き
る
よ
う
な

体
制
整
備
に
努
め
る
。

Ｑ
羽
鳥
駅
東
側
に
あ
る
市
所

有
地
に
図
書
館
を
建
設
す
る

計
画
の
状
況
は
。

Ａ
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長

　
小
美
玉
市
公
共
施
設
建
築
物

系
個
別
施
設
計
画
の
変
更
案

で
、
図
書
館
機
能
の
導
入
も

視
野
に
入
れ
た
羽
鳥
駅
東
口

複
合
施
設
を
設
置
す
る
。
羽

鳥
駅
東
口
複
合
施
設
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
策
定
を
進
め

て
い
る
。
「
新
ま
ち
づ
く
り
構

想
」
の
中
で
新
交
流
拠
点
施

設
の
一
つ
に
位
置
づ
け
て
い

る
。

Ｑ
総
合
体
育
館
建
設
に
向
け

て
の
検
討
の
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長

総
合
体
育
館
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
を

は
じ
め
、
市
内
の
各
種
ス
ポ
ー

ツ
団
体
な
ど
か
ら
要
望
が
あ

る
。
市
民
の
生
き
が
い
づ
く

り
や
健
康
増
進
、
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
な
ど
の　

拠

点
と
な
る
施
設
で
あ
り
、
災

害
時
に
は
避
難
所
と
し
て
も

活
用
で
き
る
な
ど
、
様
々
な

機
能
を
併
せ
持
つ
と
認
識
し

て
い
る
。
小
美
玉
市
公
共
施

設
建
築
物
系
個
別
施
設
計
画

と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

多
面
的
に
検
討
す
る
。



13議会だより 第 69 号

　　一般質問

Ｑ
市
内
す
べ
て
の
小
学
生
が

ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
の
利
用

の
環
境
に
無
い
こ
と
は
、
不

公
平
感
が
残
る
。
導
入
を
提

案
す
る
。

Ａ
企
画
財
政
部
長

　
現
在
、

統
合
校
で
の
通
学
支
援
に
加

え
、
旧
美
野
里
地
区
の
堅
倉

小
学
校
で
、
通
学
距
離
が
約

３
キ
ロ
以
上
と
な
る
児
童
へ

の
通
学
支
援
を
行
っ
て
い
る

が
、
堅
倉
小
学
校
以
外
の
旧

美
野
里
地
区
の
小
学
校
で
、

該
当
す
る
児
童
が
い
な
い
た

め
、
通
学
支
援
を
行
っ
て
い

な
い
。
基
準
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
統
合
校
の
通
学
支
援
と

し
て
い
る
た
め
、
旧
美
野
里

地
区
の
小
学
校
の
通
学
支
援

に
つ
い
て
統
合
校
と
の
整
合

を
図
り
な
が
ら
、
今
後
も
状

況
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
バ
ス
『
お

み
た
ん
号
』
に
令
和
３
年
９

月
よ
り
変
更
し
、
ル
ー
ト
変

更
な
ど
、
改
善
さ
れ
た
が
、

現
在
、
６
ル
ー
ト
の
運
行
状

況
と
問
題
点
を
伺
う
。

Ａ
企
画
財
政
部
長
　
令
和
３

年
９
月
か
ら
令
和
４
年
８
月

の
１
年
間
の
バ
ス
利
用
者
は

３
万
６
１
０
６
人
で
あ
り
、

循
環
型
で
運
行
し
て
い
た
令

和
２
年
９
月
か
ら
令
和
３
年

８
月
の
１
年
間
で
比
べ
る
と
、

１
万
２
６
４
０
人
の
利
用
者

増
で
あ
る
。
ま
た
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
や
バ
ス

Ｑ
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
へ

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
委
託
率

は
令
和
３
年
度
82
％
か
ら
令

和
４
年
度
93
％
と
11
％
増
え

る
見
込
み
。
要
因
と
し
て
、

総
合
事
業
に
伴
う
ケ
ア
プ
ラ

ン
作
成
数
の
増
加
は
然
る
事

な
が
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
専
門
職
の
慢
性
的
な

人
員
不
足
が
あ
る
。
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
正
規
職

員
の
キ
ャ
リ
ア
採
用
を
は
じ

め
社
会
福
祉
法
人
神
栖
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
労
働
者
派

遣
事
業
を
参
考
に
、
労
働
者

派
遣
契
約
に
基
づ
く
専
門
職

確
保
に
つ
い
て
早
急
に
体
制

整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

市
長
の
見
解
を
問
う
。

Ａ
市
長
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
専
門
職
の
確
保
は
大

停
の
位
置
の
変
更
、
住
ん
で

い
る
地
区
に
も
バ
ス
を
運
行

し
て
ほ
し
い
、
本
数
を
増
便

な
ど
の
意
見
や
日
中
の
乗
車

が
少
な
い
な
ど
の
課
題
を
地

域
公
共
交
通
会
議
に
示
し

て
、
本
市
に
お
け
る
公
共
交

通
の
方
向
性
を
協
議
す
る
。

Ｑ

『
ふ
る
さ
と
納
税
』
の
返

礼
品
は
、
何
品
目
あ
る
の
か
。

ま
た
、収
支
状
況
は
。
さ
ら
に
、

『魅
力
発
信
課
』
を
設
け
た
が
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
企
画
財
政
部
長

　
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
数
は
、
現

時
点
で
２
３
９
品
で
、
令
和

５
年
度
寄
附
金
額
は
３
億
円

を
見
込
ん
で
お
り
、
そ
れ
に

関
わ
る
科
目
の
支
出
も
増
額

し
て
い
る
。
令
和
４
年
度
と

比
べ
て
大
き
く
支
出
が
増
額

し
て
い
る
科
目
と
し
て
は
、

事
業
者
へ
の
返
礼
代
金
や
寄

附
者
へ
の
配
送
料
、
ふ
る
さ

と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

利
用
料
等
で
あ
る
。
新
た
に

創
設
さ
れ
る
魅
力
発
信
課
で

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
取
扱

う
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
増
設

や
、
返
礼
品
の
新
規
開
拓
な

ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
運
営
業

務
委
託
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と

納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
内
の

魅
せ
方
を
工
夫
し
た
ペ
ー
ジ

づ
く
り
や
選
ば
れ
や
す
い
返

礼
品
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。

変
重
要
と
捉
え
て
い
る
。
提

案
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
労
働
者
派
遣
事
業
に
つ
い

て
も
調
査
研
究
を
進
め
専
門

職
確
保
に
努
め
る
。

Ｑ
子
育
て
相
談
窓
口
の
一
元

化
と
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援

に
つ
い
て
、
健
診
と
福
祉
の

横
断
的
な
連
携
に
お
い
て
必

要
な
支
援
に
繋
げ
る
た
め
連

携
調
整
を
担
う
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
専
門
部
署
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る

が
、
見
解
を
問
う
。

Ａ
教
育
部
長

　
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
を
令
和
５
年

４
月
か
ら
開
設
す
る
。
ま
た
、

令
和
６
年
度
中
を
目
指
し

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
」
と

「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
統
合
し

「
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
す
る
方
向
で
調
整
し
て
い

く
。
相
談
窓
口
を
一
本
化
す

る
こ
と
で
子
育
て
支
援
施
策

と
母
子
支
援
施
策
と
の
連
携

調
整
を
図
り
、
よ
り
効
果
的

な
支
援
に
繋
げ
て
い
く
。
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
を
含
め
支

援
が
必
要
な
方
々
に
対
し
て

関
係
機
関
や
地
域
の
方
々
と

連
携
し
対
応
し
て
い
く
。

石 井　旭

谷仲　和雄

旧美野里地区の小学校にスクールバス通学導入を提案する

地域包括支援センター専門職確保への体制整備について

統合校との整合を図りながら、 今後も状況を注視していく

提案の社協による労働者派遣事業についても 「調査研究を進め専門職確保に努める」

▲玉里総合支所福祉事務所内 「地域包括支援センター」
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つくばエクスプレス（TX）を茨城空港へ

23,023名の署名を茨城県に提出した

長津　智之

Ｑ
市
の
行
政
改
革
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
考
え
方
や
基
本

施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
総
務
部
長

　
本
市
は
、
令

和
３
年
に
策
定
し
た
第
４
次

行
財
政
改
革
大
綱
の
中
で
、

①
行
政
評
価
の
推
進
と
事
務

事
業
改
善
②
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
③
公
平

で
透
明
な
入
札
執
行
④
定
員

管
理
と
人
事
評
価
、
⑤
健
全

な
財
政
運
営
の
推
進
、
⑥
広

域
行
政
の
推
進
の
６
つ
の
基

本
施
策
を
示
し
て
い
る
。

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
問
題
や
行
政
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
新
し
い
課
題
に
対

す
る
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
生
活
様
式
が
変
わ
る
ほ

ど
変
革
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
大
胆
で
柔
軟
、
ス
ピ
ー
ド

感
あ
る
行
政
改
革
を
推
進
す

る
中
で
、
新
た
な
課
題
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
伺
う
。

Ａ
総
務
部
長
　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

取
組
と
し
て
、
非
接
触
型
の

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
構
築
、

テ

レ

ワ

ー

ク

の

推

進
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
拡
充
な
ど

新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え

た
施
策
を
展
開
す
る
と
共

に
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
業
務
改
革
の
徹
底
等
を

図
り
な
が
ら
、
利
用
者
の
視

点
を
中
心
に
行
政
サ
ー
ビ
ス

改
革
を
徹
底
し
、
利
用
者
か

ら
見
て
一
連
の
サ
ー
ビ
ス
全

体
が
、
「す
ぐ
使
え
て
」、
「
簡

単
で
」
、「便
利
な
」
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
実
現
し
い
く
。

Ｑ
令
和
5
年
以
降
、
2
年
に

１
歳
ず
つ
定
年
が
引
き
上
げ

ら
れ
、
令
和
13
年
４
月
に
65

歳
定
年
と
な
る
が
再
任
用
制

度
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
総
務
部
長
　
令
和
５
年
度

か
ら
定
年
引
上
げ
に
伴
い
、

60
歳
を
超
え
て
の
管
理
監
督

職
は
任
用
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

新
た
な
再
任
用
制
度
を
運
用

す
る
こ
と
に
な
り
、
原
則
、

非
管
理
職
で
の
任
用
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
現

行
の
再
任
用
職
員
に
つ
き
ま

し
て
も
、
非
管
理
職
と
し
て

任
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市民サービスのより一層の向上が図れる行政改革を

最小の経費で最大の市民サービスを実現する

鈴木　俊一

Ｑ
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支

援
に
つ
い
て

Ａ
副
市
長
　
結
婚
支
援
が
少

子
化
対
策
の
入
口
で
あ
る
と

考
え
、
石
岡
市
と
連
携
し
た

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、

婚
活
支
援
事
業
等
を
実
施
し

て
い
る
。
令
和
５
年
度
か
ら
、

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
登
録
料
の
助
成
、

小
美
玉
市
結
婚
推
進
事
業
実

行
委
員
会
に
よ
る
事
業
再
開

を
す
る
。
子
育
て
支
援
は
、

ラ
ン
ド
セ
ル
贈
呈
事
業
や
、

市
独
自
の
マ
ル
特
制
度
な
ど

多
種
多
様
な
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
令
和
五
年
度
か
ら
は
、

乳
児
用
紙
お
む
つ
購
入
費
用

の
一
部
助
成
を
行
う
。

Ｑ
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

茨
城
空
港
延
伸
に
つ
い
て

Ａ
企
画
財
政
部
長
　
Ｔ
Ｘ
水

戸

・
茨
城
空
港
延
伸
促
進
協

議
会
が
設
立
さ
れ
署
名
を
要

望
書
と
共
に
県
に
提
出
し
た
。

小
美
玉
市
商
工
会
壮
青
年
部

で
は
、
市
内
の
年
長
児
に
、
「つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
を
茨
城
空

港
へ
」
と
題
し
た
塗
り
絵
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
市
は
後
援

と
し
て
、
そ
の
取
組
を
応
援

し
て
い
る
。
茨
城
空
港
へ
の

延
伸
は
、
本
市
の
み
な
ら
ず
、

茨
城
県
全
体
の
均
衡
あ
る
発

展
に
資
す
る
と
考
え
て
い

る
。
茨
城
空
港
方
面
の
優
位

性
を
出
し
つ
つ
、
市
民
の
延

伸
を
熱
望
す
る
声
を
汲
み
取

り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

深
め
な
が
ら
、
引
き
続
き
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ
空
の
え
き

「そ
・
ら
・
ら
」

の
拡
張
計
画
に
つ
い
て

Ａ
産
業
経
済
部
長

　
イ
ベ
ン

ト
に
よ
る
集
客
に
頼
っ
て
お

り
、
店
舗
の
魅
力
発
信
に
よ

る
集
客
力
に
課
題
が
あ
る
。

施
設
の
外
側
に
開
か
れ
た
施

設
づ
く
り
と
、
地
域
住
民
か

ら
日
常
的
に
利
用
さ
れ
る
施

設
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

臨
時
駐
車
場
が
遠
い
、
休
憩

ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
な
ど
課
題

が
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

不
満
な
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ

た
の
は
、
食
べ
る
も
の
、
特
に

デ
ザ
ー
ト
が
少
な
い
。
子
ど
も

用
の
遊
具
が
少
な
い
。
休
憩

場
所
が
少
な
い
。
ト
イ
レ
の
位

置
が
駐
車
場
か
ら
遠
い
な
ど

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

解
消
し
、
よ
り
魅
力
的
な
施

設
に
す
る
た
め
、
新
た
な
機

能
を
追
加
し
拡
張
を
行
う
た

め
に
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

石
岡
地
域
の
産
科
開
設
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

・ 

人
生
設
計
や
、
自
分
の
将

来
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
な
教
育
に
つ
い
て

・ 

市
内
商
工
業
者
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
に
つ
い
て

・
女
性
活
躍
推
進
事
業
に
つ
い
て



15議会だより 第 69 号

　　一般質問

Ｑ
令
和
２
年
度
～
令
和
４
年

度
の
実
績
に
つ
い
て

Ａ
都
市
建
設
部
長

　
交
付

金
・
補
助
金
の
種
類
に
つ
い

て
は
「
特
定
防
衛
施
設
周
辺

整
備
調
整
交
付
金
」、「
再
編

関
連
訓
練
移
転
等
交
付
金
」

「
障
害
防
止
事
業
費
補
助
金
」

及
び
「
民
生
安
定
施
設
整
備

事
業
費
補
助
金
」
の
４
つ
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
合
計
で
２

年
度
16
億
９
４
０
０
万
円
、

３
年
度
９
億
８
７
０
０
万
円
、

４
年
度
は
ま
だ
確
定
し
て
い

な
い
。
事
業
と
し
て
は
、
小

美
玉
温
泉
こ
と
ぶ
き
駐
車
場

の
整
備
、
小
川
地
区
の
市
道

整
備
、
た
め
池
の
浚
渫
工
事
、

小
川
北
義
務
教
育
学
校
の
体

育
倉
庫
建
築
・
防
音
工
事
、

旧
橘
小
跡
地
整
備
の
設
計
、

消
防
分
団
機
庫
建
設
、
小
川

文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ピ
オ
ス
の

改
修
、
継
続
事
業
と
し
て
水

道
管
布
設
替
え
事
業
等
ま
た

各
種
基
金
へ
の
積
み
立
て
な

ど
で
あ
る
。
５
年
度
の
予
算

に
つ
い
て
は
、
継
続
事
業
と

し
て
、
水
道
管
の
更
新
事
業
、

市
道
整
備
、
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
、
旧
橘
小
跡
地
整
備
の
実

施
設
計
等
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ
基
金
の
使
途
・
計
画
に
つ

Ｑ
農
業
行
政
に
つ
い
て

市
長
施
政
方
針
の
中
で
茨
城

空
港
の
利
活
用
や
農
畜
産
物

の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、

販
路
開
拓
に
触
れ
て
あ
る

が
、
農
畜
産
物
生
産
者
の
稼

ぐ
力
を
考
え
た
と
き
に
ど
の

よ
う
な
成
長
戦
略
を
考
え
、

海
外
へ
の
販
路
開
拓
や
空
港

活
用
な
ど
の
考
え
が
あ
る

か
。

Ａ
市
長

　
農
産
物
の
魅
力
を

発
信
す
る
た
め
、
小
美
玉
市

農
産
物
等
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

協
議
会
を
新
た
に
設
置
し
、

小
美
玉
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
農

産
物
を
発
見
、
育
成
、
ブ
ラ

ン
ド
認
定
す
る
こ
と
に
よ
り

有
利
な
販
売
に
つ
な
げ
、
持

続
可
能
な
農
業
を
推
進
し
て

い
く
。
ま
た
、
有
利
な
販
売

に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
新
た

な
販
売
先
の
開
拓
が
重
要
で

あ
る
た
め
、
国
内
、
海
外
を

問
わ
ず
販
路
拡
大
に
意
欲
の

あ
る
農
業
者
の
補
助
制
度
を

創
設
し
、
支
援
を
し
て
い
く
。

い
て
（
橘
小
跡
地
・
校
舎
等

の
移
転
補
償
費
６
億
７
８
０

０
万
円
）

Ａ
都
市
建
設
部
長

　
小
川
南

小
の
整
備
等
に
予
定
し
て
い

た
が
、
国
庫
補
助
や
合
併
特

例
債
を
活
用
し
て
整
備
が
既

に
完
了
し
て
お
り
公
共
施
設

整
備
基
金
に
積
み
立
て
る
こ

と
で
、
公
共
施
設
整
備
事
業

の
財
源
と
し
て
市
の
全
体
の

利
益
の
た
め
に
有
効
に
活
用

し
て
い
き
た
い
。

【
要
望
】
今
後
も
こ
れ
ら
の

補
助
金
を
有
効
に
活
用
し

て
、
優
先
的
に
周
辺
地
域
の

道
路
と
、
今
後
、
予
定
さ
れ

て
い
る
小
学
校
の
跡
地
整

備
、
公
園
等
の
財
源
と
し
て

推
進
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

基
金
は
老
朽
化
し
て
い
る
小

川
運
動
公
園
の
整
備
等
、
橘

地
区
の
た
め
の
整
備
基
金
と

し
て
考
え
て
ほ
し
い
。

そ
の
他
質
問

・ 

高
齢
者
福
祉
計
画
、
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

つ
い
て

① 

４
つ
の
基
本
目
標
・
施
策

に
つ
い
て
の
実
績
及
び
今

後
の
課
題
は
。

②
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

Ｑ
商
工
業
行
政
に
つ
い
て

小
美
玉
市
と
し
て
中
小
企
業

へ
で
き
る
役
割
は
ど
ん
な
こ

と
が
あ
る
の
か
。

Ａ
産
業
経
済
部
長

　
市
で
は

金
融
支
援
（
資
金
調
達
、
融

資
保
証
料
補
助
・
借
入
金
利

引
下
げ
・
運
転
資
金
調
達
）、

団
体
支
援
、
雇
用
支
援
の
３

つ
の
柱
で
支
援
を
行
っ
て
お

り
商
工
会
と
連
携
し
て
事
業

継
続
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
質
問

① 

男
女
が
活
躍
で
き
る
社
会

環
境
に
つ
い
て
（
女
性
活
躍
・

女
性
定
住
の
現
状
。
高
齢

者
男
女
の
活
躍
の
場
は
）

② 

子
育
て
援
助
活
動
の
現
状

は
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
活
用

は
。

③ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
（
小
美
玉
市
で
の
マ
ス

ク
着
用
緩
和
に
つ
い
て
・

失
業
者
や
年
金
生
活
者
の

支
援
に
つ
い
て

長島　幸男

戸田　見良

基地施設周辺の生活環境の整備（交付金・補助金）を

海外への販路開拓や空港活用などの考えは

今後も地元の方々の要望に沿えるように事業推進 ・ 補助金の有効活用に努めていきたい

新たな販売先開拓のため意欲ある農業者の補助制度を創設し支援していく
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一般質問

つくばエクスプレス（TX）の茨城県内延伸について：
　　県の方針が絞られてきたが今後市はどの様に動くのか

市民の声を汲み取り、 実現に向け活動を進めていく

村田　春樹

Ｑ
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
現
在
の
取

組
状
況
を
伺
う
。

Ａ
総
務
部
長
　
若
手
職
員
を

Ｄ
Ｘ
推
進
員
に
任
命
し
、
Ｄ

Ｘ
に
関
す
る
研
修
の
ほ
か
、

業
務
改
善
策
の
検
討
、
Ｒ
Ｐ

Ａ
操
作
研
修
を
行
っ
た
。
今

後
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
習
得

だ
け
で
は
な
く
、
市
が
抱
え

る
課
題
や
問
題
に
対
し
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
て
解
決

す
る
人
材
を
育
成
し
て
い

く
。
２
つ
目
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
と

し
て
、
２
月
末
時
点
で
の
小

美
玉
市
の
交
付
率
は
62
．

７
％
と
全
国
平
均
の
63
．

５
％
を
下
回
る
状
況
で
あ

る
。
３
つ
目
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
行
政
手
続
を
行
う

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
27
業
務
の

構
築
で
あ
る
。
ま
た
、
転
入

転
出
に
関
す
る
引
越
し
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
運
用

は
令
和
５
年
２
月
よ
り
開
始

し
て
い
る
。

Ｑ
市
内
公
共
施
設
に
電
気
ス

タ
ン
ド
の
設
置
、
市
の
公
用

車
の
Ｅ
Ｖ
化
、
市
内
公
共
施

設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
つ
い
て
提

案
し
た
が
、
現
在
の
取
組
、

ま
た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
市
内
Ｚ
Ｅ
Ｂ

化
に
向
け
て
面
積
を
指
定
し

太
陽
光
パ
ネ
ル
と
蓄
電
池
の

補
助
を
提
案
す
る
。

Ａ
総
務
部
長
　
Ｅ
Ｖ
ス
タ
ン

ド
は
、
市
内
公
共
施
設
に
は

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
進
め
る

上
で
、
公
共
施
設
へ
の
Ｅ
Ｖ

ス
タ
ン
ド
設
置
、
公
用
車
の

Ｅ
Ｖ
化
の
必
要
性
は
十
分
認

識
し
て
い
る
。
公
用
車
の
Ｅ

Ｖ
化
は
、
令
和
５
年
度
中
に

Ｅ
Ｖ
車
導
入
に
向
け
て
公
用

車
整
備
計
画
等
を
策
定
し
、

令
和
６
年
度
か
ら
、
老
朽
化

し
た
公
用
車
の
更
新
に
合
わ

せ
、
計
画
的
に
Ｅ
Ｖ
車
の
導

入
お
よ
び
Ｅ
Ｖ
ス
タ
ン
ド
の

設
置
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
つ
い
て
、

建
物
の
建
替
え
や
大
規
模
改

修
に
は
、
断
熱
性
が
高
い
素

材
や
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
努

め
て
い
る
が
、
今
後
は
、
公

共
施
設
建
築
物
系
個
別
施
設

計
画
に
基
づ
く
建
築
物
の
建

替
え
や
大
規
模
改
修
時
な
ど

に
合
わ
せ
て
、
有
利
な
財
源

を
活
用
し
な
が
ら
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。
今

後
、
策
定
予
定
の
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
・
区
域
施

策
編
に
お
い
て
、
脱
炭
素
を

推
進
す
る
区
域
を
検
討
す
る

と
と
も
に
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
、
Ｚ
Ｅ

Ｈ
化
へ
の
具
体
的
な
制
度
設

計
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

市内 ZEB 化に向けて太陽光パネルと蓄電池の補助を提案

ZEB 化、 ZEH 化への具体的な制度設計について検討していく

真家　功

Ｑ
こ
れ
ま
で
の
県
へ
の
要
望

活
動
に
つ
い
て
、
い
つ
頃
ど

の
よ
う
に
行
な
っ
て
き
た
の

か
具
体
的
に
伺
う
。
ま
た
、

Ｔ
Ｘ
を
茨
城
空
港
へ
と
熱
い

思
い
の
２
万
３
０
０
０
人
を

超
え
る
署
名
が
集
ま
っ
た
と

聞
い
て
い
る
が
、
こ
の
２
万

３
０
０
０
人
を
超
え
る
署
名

の
重
み
を
ど
の
よ
う
に
受
け

と
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

Ａ
企
画
財
政
部
長

　
こ
の
Ｔ

Ｘ
水
戸
・
茨
城
空
港
延
伸
促

進
協
議
会
が
連
携
し
、
の
ぼ

り
旗
や
横
断
幕
に
よ
る
啓
発

や
署
名
活
動
を
行
っ
て
き

た
。
そ
し
て
、
令
和
４
年
８

月
24
日
に
、
協
議
会
の
発
起

人
で
あ
る
５
市
１
町
の
各
首

長
、
議
長
、
商
工
会
長
が
茨

城
県
副
知
事
に
対
し
、
要
望

書
と
と
も
に
９
万
３
４
４
１

名
（
小
美
玉
市
：
２
万
３
０

２
３
名
）
の
署
名
を
添
え
て

要
望
活
動
を
行
っ
た
。
こ
の

署
名
に
は
市
民
の
思
い
や
市

内
外
の
空
港
利
用
者
の
思
い

が
詰
ま
っ
て
お
り
、
大
変
重

く
受
け
止
め
て
い
る
。
な
お
、

Ｔ
Ｘ
茨
城
空
港
延
伸
議
会
期

成
同
盟
会
が
、
令
和
４
年
11

月
18
日
に
、
茨
城
県
に
対
し

要
望
活
動
を
し
て
い
た
だ
い

た
。

Ｑ
知
事
要
望
を
踏
ま
え
た
今

後
の
動
き
に
つ
い
て
市
長
に

伺
う
。
県
第
三
者
委
員
会
で

の
最
終
結
論
は
31
日
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
時
間
が
な

い
。
今
こ
そ
６
市
町
で
再
度

の
運
動
を
再
開
す
べ
き
で
あ

る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

が
始
ま
っ
て
し
ま
え
ば
遅
い

と
思
う
。
６
市
町
選
出
の
県

会
議
員
と
連
携
し
、
運
動
す

る
べ
き
だ
と
思
う
。
今
こ
そ

６
市
町
が
連
携
し
、
知
事
に

申
し
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
う

が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
市
長

　
Ｔ
Ｘ
水
戸
・
茨
城

空
港
延
伸
促
進
協
議
会
は
、

地
元
選
出
の
議
員
が
顧
問
と

な
っ
て
お
り
連
携
を
図
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
、
地
元
選

出
県
議
の
協
力
や
市
民
の
延

伸
を
熱
望
す
る
声
を
汲
み
取

り
な
が
ら
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

【
要
望
】
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
（
Ｔ
Ｘ
）
の
茨
城
県
内

延
伸
に
つ
い
て
は
、
市
と
し

て
、
将
来
に
わ
た
る
重
要
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

我
々
の
子
ど
も
、
孫
の
た
め

に
も
今
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
責

任
が
あ
る
。
実
現
に
向
け
て

の
市
の
決
意
・
姿
勢
は
、
重

要
で
あ
る
。
茨
城
空
港
地
元

自
治
体
と
し
て
、
今
し
っ
か

り
と
責
任
を
果
た
し
、
取
り

組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

そ
の
他
質
問 

文
化
財
の
保
存
と
Ｄ
Ｘ
を
含

め
た
ま
ち
づ
く
り
等
へ
の
活

用
に
つ
い
て
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　　一般質問

１
都
市
建
設
行
政　

①
「
ま
ち
の
灯
台
」
羽
鳥
駅

周
辺
に
つ
い
て

Ｑ
東
口
市
有
地
の
今
後
の
利

活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
都
市
建
設
部
長

　
防
衛
省

の
補
助
事
業
で
あ
る
「
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、

公
設
に
よ
る
整
備
を
視
野
に

入
れ
、（
仮
称
）
羽
鳥
駅
東
口

複
合
施
設
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
。

Ａ
都
市
建
設
部
長

　
羽
鳥
公

民
館
、
羽
鳥
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
及
び
美
野
里
公
民
館
図
書

室
の
機
能
移
転
と
し
て
規
模
を

設
定
し
、
小
美
玉
市
新
ま
ち
づ

く
り
構
想
等
策
定
委
員
会
の
中

で
具
体
的
検
討
を
進
め
る
。

②
市
営
駐
車
場
に
つ
い
て

Ｑ
１
年
間
に
利
用
さ
れ
る
車

両
で
無
料
、
有
料
を
含
め
て

の
利
用
台
数
は
。

Ａ
都
市
建
設
部
長
　
令
和
３

年
度
で
年
間
約
２
万
２
０
０
０

台
、月
平
均
１
８
０
０
台
で
あ
る
。

Ｑ
市
内
・
市
外
の
方
が
利
用

し
や
す
い
環
境
の
改
善
は
ど

の
よ
う
に
か
考
え
る
か
。

Ａ
都
市
建
設
部
長
　（
仮
称
）

羽
鳥
駅
東
口
複
合
施
設
の
利

活
用
も
考
慮
に
入
れ
た
運
営

方
法
を
検
討
し
、
使
い
や
す

い
環
境
創
出
に
努
め
る
。

２
環
境
行
政　

本
市
の
放
置

空
家
の
現
況
に
つ
い
て

Ｑ
放
置
空
家
の
戸
数
は
。

Ａ
市
民
生
活
部
長

　
平
成
27

年
の
実
態
調
査
の
結
果
５
４
０

戸
を
確
認
。
そ
の
後
、
新
た
に

Ｑ
（
兵
庫
県
小
野
市
役
所
の

視
察
研
修
を
元
に
）
小
美
玉
市

の
人
事
・
業
績
評
価
に
つ
い
て

Ａ
総
務
部
長

　
本
市
の
人
事

評
価
は
能
力
評
価
と
目
標
評

価
の
２
種
類
で
評
価
を
行
っ

て
い
る
。

Ｑ
人
事
業
績
評
価
で
民
間
企

業
の
視
点
・
手
法
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
総
務
部
長

　
人
事
評
価
審

査
委
員
会
に
お
い
て
、
総
合

評
価
を
査
定
し
て
勤
勉
手
当

（
ボ
ー
ナ
ス
）
に
上
乗
せ
も

し
く
は
減
額
と
い
う
形
で
反

映
さ
せ
て
い
る
。

Ｑ
職
員
の
皆
さ
ん
の
更
に
や

る
気
や
勤
労
意
欲
を
高
め
る

た
め
に
、
階
層
別
教
育
の
徹
底

は
必
要
不
可
決
と
考
え
る
が
。

Ａ
総
務
部
長
　
公
平
適
正
な

人
事
評
価
確
立
に
向
け
、
階

層
別
の
評
価
基
準
を
統
一
し

今
後
研
修
等
を
充
実
さ
せ
て

い
く
。

Ｑ
（
兵
庫
県
神
戸
市
役
所
の
視

察
研
修
を
元
に
）
外
部
通
報
窓

口
を
通
し
て
の
内
部
通
報
相

談
窓
口
の
体
制
に
つ
い
て

Ａ
副
市
長
　
こ
の
体
制
の
設

置
に
つ
い
て
は
弁
護
士
へ
依

頼
し
、
４
年
度
当
初
か
ら
外

部
通
報
窓
口
を
設
置
し
た
が
、

職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
で
は
窓
口
設
置
の
周
知

度
が
56
．
６
％
に
止
ま
っ
て

判
明
し
た
空
き
家
を
加
え
、
現

時
点
で
６
５
９
戸
の
放
置
空
き

家
を
把
握
し
て
い
る
。

Ｑ
対
応
状
況
を
伺
う
。

Ａ
市
民
生
活
部
長

　
管
理
不

全
の
空
家
等
に
つ
い
て
は
、

職
員
が
現
地
を
確
認
、
改
善

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
状
態

が
悪
い
空
き
家
は
、
職
員
が

直
接
所
有
者
の
自
宅
を
訪
問

し
指
導
し
て
い
る
。
特
定
空

き
家
等
に
認
定
さ
れ
た
場
合

に
は
、
法
に
基
づ
く
行
政
措

置
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
有
効
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
市
民
生
活
部
長

　
利
用
可

能
な
空
き
家
の
有
効
利
用
を

促
進
す
る
た
め
「
小
美
玉
市

空
き
家
バ
ン
ク
」
を
運
営
し

て
い
る
。
来
年
度
の
固
定
資

産
税
納
税
通
知
書
に
は
、
空

き
家
バ
ン
ク
の
周
知
等
を
目

的
と
し
た
チ
ラ
シ
を
同
封

し
、
登
録
物
件
及
び
利
用
者

の
増
加
等
を
図
っ
て
い
く
。

３
観
光
行
政　

お
み
た
ま
花
火

大
会（
仮
称
）の
開
催
に
つ
い
て

Ｑ
本
市
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、

経
済
波
及
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
産
業
経
済
部
長
　
交
流
人

口
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま

れ
、
小
美
玉
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
よ
り
大
き
な
経
済

効
果
が
期
待
で
き
る
。

Ｑ
安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
産
業
経
済
部
長
　
幅
員
の

狭
い
道
路
が
多
い
た
め
、
周

辺
地
域
が
混
乱
し
な
い
よ
う

地
区
住
民
に
対
し
、
事
前
周

知
を
十
分
に
行
う
。

い
る
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

【
要
望
】
利
害
関
係
の
な
い

第
３
者
に
、
ま
ず
は
報
告
相

談
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い

る
事
を
多
く
の
職
員
の
皆
さ

ん
に
周
知
し
て
い
た
だ
く
事

が
不
祥
事
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

事
案
防
止
に
大
き
く
寄
与
す

る
の
で
、
１
日
も
早
い
周
知

徹
底
を
要
望
す
る
。

Ｑ
（
群
馬
県
高
崎
市
役
所
の

会
派
視
察
研
修
を
元
に
）
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
に
つ

い
て

Ａ
教
育
長

　
市
内
各
学
校
で

気
に
な
る
児
童
や
生
徒
を
早

期
に
発
見
す
る
た
め
に
、
相

談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
る
。
本
市
の
現
状

で
は
深
刻
な
状
況
に
は
ま
だ

陥
っ
て
い
な
い
と
認
識
し
て

い
る
が
、
引
き
続
き
こ
の
問

題
に
対
し
て
調
査
研
究
を
進

め
て
い
く
。

【
要
望
】
高
崎
市
の
全
国
に

先
駆
け
て
設
置
し
た
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
窓
口
の
支
援
体
制

を
参
考
に
、
小
美
玉
市
の
子

ど
も
達
の
「
見
え
な
い
姿
」

「
声
な
き
声
」
を
見
逃
す
事

の
な
い
様
問
題
解
決
に
向
け

て
一
歩
踏
み
出
し
て
欲
し

い
。
ま
た
、
そ
の
一
歩
が
市

役
所
の
縦
割
り
行
政
に
一
石

を
投
じ
、
更
に
前
進
で
き
る

事
と
確
信
し
て
る
。

小川  賢治

香取　憲一

ヤングケアラー問題の支援策に更なる一歩前進を

羽鳥駅東口市有地の今後の利活用は

公設による （仮称） 羽鳥駅東口複合施設を検討している

新設の家庭子どもセンターを中心に調査研究を進める

羽鳥駅東口　
市有地と駅舎▶
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たくさんのご意見、ご感想ありがとうございました。

12 月

定例会からインターネット

映像配信が始まり、 役所に

行かなくても随時視聴できるように

なり、 会議の様子が可視化でき、

とても素晴らしいです。

（中延 ・ Ｇ）

映像の

配信を見てみました。

ＱＲコードがあることで、 すぐに見る

ことが出来ました。 進んでいるのですね。

市議会だよりから詳しく審議内容を

知ることが出来るのですね。

（笠間市市野谷 ・ Ｅ）

今まで

読んだことがない議会だより、

クイズを解くために読んでいくうち

に、 小美玉 のことがわかり興味

がでてきました。（小川・Ｍ）

いつも

拝読しております。

審議の様子が読みやすくまとめられ

ていて、 とても分かりやすいです。

映像配信ぜひ視聴させていただ

きます。 （中台 ・ Ａ）

市議会だよりを

通して、 今の小美玉市の状況、

議員さんの考え、 学べました。 公共

施設の職員さん （公民館、 図書館、

安らぎの里） も、 いつも親切で

感謝しています。（山野・Ｍ）

議会に関する今後の展望や

動向について、 当該誌面の文字の大きさや

イラストなどが創意工夫されて見やすく購読させて

いただいております。 引き続き、 最新の情報発信

をよろしくお願いします。 （羽鳥 ・ Ｓ）

　今回の議会だより第 69 号の中から、問題を３つ出題します。

正解した方の中から抽選で、10 名の方にキャトル・セゾン

森のパン屋　パンファクトリーキャンドル と 空のえきそ・ら・ら

「フードコートレストランかぐや」で利用できる食事券（2,000

円分）をプレゼントします。ぜひご応募ください！

問①　令和 5年度一般会計当初予算〇〇〇億円を可決

問②　代表質問は○○を代表した議員が行う

問③　令和 5年第 1回定例会審議件数は全〇〇件

◇応募方法　 はがき・FAX のほか、下記の QR コードから住所、氏名、

クイズの答えを明記してご応募ください。  

 また、議会や本紙に対するご意見やご感想をあわせて

お寄せください。

◇締め切り　 令和 5年 5月 31 日（水）まで  

＊当日消印有効

◇応募先　　 〒 319-0192　小美玉市堅倉 835  

小美玉市役所議会事務局宛　FAX ：0299-48-1199

☆ 応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外に

は利用しません。

☆ クイズ当選者の発表は食事券の発送をもってお知ら

せします。◆第 66 回クイズの正解：  問①映像配信　問② １９　　問③ 14

第 67 回 プレゼントクイズ

市民の声

　市議会のホームページから会議録を簡単に閲覧 ・ 検索

できます。「会議録の閲覧・検索」をクリックすると

検索画面に移ります。 日付や気になるキーワードなどを

入力すると簡単に検索できますので、 議会で何が議論さ

れているかぜひご覧ください。

会議録検索システムをご利用ください

応募用 QR
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文教福祉

期　　日　 令和５年２月７日（火）～８日（水）

視察内容　 ◆ ０歳児見守り訪問「おむつ定期便」

◆ 高齢者、食を通した見守り「みんなの給食」について

（兵庫県明石市）

９年連続人口増となっている明石市が選ばれる理由について、多く

の施策の中から、2つの事業について背景及び経緯、その基礎となっ

た関連法や条例及び理論、担当職員の配置及び予算などについて調

査し、これからの小美玉市の人口増加の参考とするため、その効果

や課題について研修しました。

◆ 部活動「地域移行」の課題について （岡山県赤磐市）

中学校部活動の地域移行が目前に迫っているなか、赤磐市では、モ

デル校となって先進的に取り組みを実施しています。事業概要、事

業の財源や見えてきた課題など事業のあり方や役割など参考にすべ

き事項について研修しました。

常任委員会活動報告

期　　日　 令和５年 1月 31 日（火）～２月１日（水）

視察内容　 ◆ 空港活性化対策、オスプレイの安全性について（佐賀空港）

利用促進策対策として、戦略的な営業活動や先進的な利用促進

策、また、オスプレイの安全性や配備計画などについて研修し

ました。

　　　  　 ◆ 熊本地震からの復旧・復興について（熊本市）

熊本地震の被災中、情報収集が困難な時の LINE を活用した事例

や、震災後に市民・企業・行政が一体となった防災訓練を研修

しました。

総　務

産業建設

期　　日　 令和５年１月 24 日（火）～ 25 日（水）

視察内容　 ◆ 行政経営・方針管理について（兵庫県小野市）

小野市は、行政経営の４つの柱として、顧客満足度志向・成果主義・

オンリーワン・先手管理を挙げ、民間企業の発想と経営手法を取

り入れている。そこで、行政運営の仕組みや具体的な手法、職員の

意識改革や実行への導き方などについて研修しました。

◆ 内部通報窓口について（神戸市）

神戸市では、市民の安全・安心を確保することを目的に、組織の

自浄作用の発揮とコンプライアンスを推進し、小美玉市の取り組み

に役立てるため、窓口体制や運用上の改善点・配慮すべき点などに

ついて研修しました。



              

編  

集  

後  

記

　

桜
花
爛
漫
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
国
道
６
号
の
桜
も
見

事
に
咲
き
ほ
こ
ろ
び
ま
し
た
。
春
の
季
節
と
な
り
、卒
業
式
・

入
学
式
と
希
望
溢
れ
る
時
が
き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
２８
日
に
開
会
し
、

３
月
２３
日
ま
で
の
２４
日
間
に
わ
た
り
慎
重
な
る
審
議
、
審

査
を
行
い
全
議
案
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今

議
会
は
予
算
議
会
と
称
さ
れ
、
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催

し
、
慎
重
な
る
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
予
算

に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
予
算
２
２
０
億
円
対
前
年
度
比

３．８
％
と
積
極
的
予
算
が
執
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
予
算
は
新
市
長
に
よ
る
初
め
て
の
編
成
予
算

で
あ
り
、
「
小
美
玉
新
時
代
」
に
向
け
大
い
に
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
は
、
一
定
の
規
制
が
緩

和
さ
れ
ま
し
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
に
よ
る
急
激
な

円
高
、
物
価
高
騰
等
ま
だ
ま
だ
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
執
行
部
と
共
に
一
丸
と

な
っ
て
解
決
策
を
講
じ
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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会議の種類 傍聴 インターネット中継

本会議 可 有

委員会 要確認 無

＊ 議場（市役所本庁舎３階）での傍聴には、簡単
な受付（氏名・住所等の記入）が必要です。

＊ 委員会等の詳しい日程については、５月 30 日に
開催する議会運営委員会で協議します。議会事務
局までお問い合わせください。

＊ 市ホームページから本会議の模様をインター
ネット配信をしております。パソコン・スマー
トフォンからご視聴できます。また、本庁舎、
小川総合支所、玉里総合支所 1 階ロビーに設置
されているＴＶモニターでもご自由にご覧いただ
けます。（受付不要）

５月 31 日（水）　開会予定
次の定例会は

6 月定例会予定

日日 月 火 水 木 金 土

5/28 29 30 
 

31
本会議

（開会、
議案説明等）

1 2 3

4 5 6
 

7

本会議
（一般質問）

8
本会議
（一般質問）

9
本会議

（一般質問）

10

11 12
常任委員会

13
常任委員会

14
常任委員会

15
 

16
本会議

（報告、採決
閉会）

17

若者の政治意識をより高く

　議員インターンシップ制度により、大学生が本会議

を傍聴に訪れました。この制度は、若者の政治への興

味関心を喚起することで、若年層の政治離れを抑止し、

社会経験を通した人格の形成を目的としています。

▲写真左から　山本冬花さん （茨城大学１年）、

渡邊夏子さん （茨城大学２年）、 富田千裕さん （茨城大学２年）

TEL 0299
-48

-1111
内
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1
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・小美玉市の課題や現状を理解することができま

した。また、議員さんたちが、市民の立場でより

良い小美玉市にするにはどうすれば良いのかを

熟考し、こと細かに政策を考えている姿がとて

も印象的でした。 茨城大学 2年　富田千裕

・小美玉市議会や市役所各部署、百里基地研修と

普段経験できない様々な勉強が議員さんの活動

を通して経験でき、本当にありがとうございま

した。 茨城大学 1年　山本冬花

・議会傍聴、保育園の現場研修や百里基地研

修など、たくさんの議会議員研修を経験でき

た事で、政治や行政に更に関心を持ち、若年

層の投票率改善の重大さを実感できました。

 茨城大学 2年　渡邊夏子

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。環境に配慮し、植物油インキを使用しています。


